
環境と調和した持続的農業推進に
向けた有機農業取組支援

～とかちオーガニック振興会の取組について～

令和8年２月24日

令和7年度地域づくり懇談会

十勝農業改良普及センター

主査・森 光生



北海道・十勝の有機農業

北海道：約9,387ha

十勝：約1,283ha

道外

25,113ha

北海道

9,387ha

うち十勝

1,283ha



有機農産物, 46

有機飼料, 14

有機畜産物, 5

有機加工食品, 14

• 十勝管内の有機JASの生産工程管理者認証数は79件

北海道の約12％（R7年11月現在、農水省HPより抜粋）

• 有機栽培（化学肥料無施肥・無農薬栽培含む）に取り組む農家、

有機と慣行の両方で生産している経営が多い。

• オーガニックビレッジの取組が浦幌町（オーガニックビレッジ実

施自治体）と清水町（準備中）で行われている。

十勝の有機農業の概況

図 認証種別の件数（同一経営体の重複あり）



とかちオーガニック振興会の目的

有機農業者相互の情報共有、相談窓口や関係機関などと連携
局農務課と普及センターが事務局となりＲ３年12月に設立した。

第１回有機研修会（R4.3）



とかちオーガニック振興会
事務局（普及センター、局農務課）

会員（農業者、関連業者・組織・団体）

農業関係
組織・団体

連携

試験研究
機関

情報
提供

方針・計画へ
意見・要望
（企画会議）

栽培技術、流通
販売等支援

問合せ
研修会の開催
（現地・座学）

企画検討員（管内有機農業者に依頼） 会員数１０４名
（Ｒ７．12時点）

うち管内農業者
45経営体

（十勝の農家の
約１％）

とかちオーガニック振興会の構成

普及センターは研修会など企画の立案、農業者との調整
など事務局としての役割を担っている



とかちオーガニック振興会運営上の連携

○事務局内連携
・局農務課企画係と普及センターが連携して会を運営

○普及センター地域係を通じた農業者との調整
・現地研修の視察依頼
・意見交換会の出席依頼に係る調整について、地域係が
窓口となって調整
・企画検討員の選任、依頼

地域係を介することでスムーズに進み、研修会や
意見交換会の開催実現につながっている



現地
研修会

年度 視察先 参加人数

R4 Ｉ農園（帯広市）/Ｏ農園（幕別町）/
Ｏ農場（幕別町）

24名

R5 Ｎ農園（音更町）/Ｓ農園（芽室町） 38名
R6 Ｓ農場（帯広市）/Ｈ農場（音更町） 35名

有機
研修会

年度 内容（講師） 参加人数

R3 有機取組事例（Ｉ農園、帯広市） ｰｰ
R4 有機農業と慣行農業の違い（北農研）/

士幌町の有機栽培モデル農場の確立（Ｓ高校） ｰｰ

R5 自然栽培に適した緑肥選定の取組（Ｙ種苗）/
持続可能な農業の実践と研究（Lファーム、ニセコ町）

89名

R6 除草ロボットの研究開発（北見工大/道総研）/
リジェネラティブ農業（Ｍ農場、長沼町）

110名

有機
勉強会

R5 品種に関する意見交換/流通業者とのマッチング会 74名

R3～R6年度までの取組



日付 活動内容

年3回 企画検討会議（事務局、企画検討員農業者出席）

７/７ 現地研修会：21名（うち農業者８名）参加

８/21 北海道オーガニックビーフ振興協議会※との意見交換会

11/30 有機農業研修会（約40名参加、web視聴含む）

（都度） 事務局（局農務課・普及センター）打合せ

Ｒ７年度とかちオーガニック振興会の活動

有機の耕畜連携をテーマのひとつとして
研修会などを開催した

※ 現・（一社）HOAP日本オーガニック畜産会合



１ 基本情報
（１）代表：Ｉ氏
（２）経営面積：34.5ｈａ（うち有機栽培 ６ｈａ）
（３）作付品目および面積：

（４）有機ＪＡＳ認証取得年：2016年

現地研修会（7月7日） ①Ｉファーム（浦幌町）

概要

品目 面積 （うち有機）

秋まき小麦 ９ha

てんさい ９ha

澱原ばれいしょ ４ha

豆類 8.5ha （２ha）

スイートコーン ２ha （２ha）

ライ麦 ２ha （２ha）

ライ麦と同伴栽培のマメ科緑肥を
確認する参加者



現地研修会（7月7日） ①Ｉファーム（浦幌町）

前作のとうもろこし残さが
カルチの邪魔になって
困っています

初回のカルチはウイング
ディスクを装着してかける
と良いですよ

肉牛法人従業員Ｉ氏

飼料用とうもろこし栽培への助言カルチがけ除草の実演



１ 基本情報
（１）代表：Ｕ氏（（一社）HOAP日本オーガニック畜産会合役員）
（２）経営面積：301ha（足寄町 81ha、釧路市音別230haうち有機栽培 230hａ）
（３）飼養頭数：日本短角種牛600～700頭、黒毛和種牛数頭、シャロレー種牛数頭
（４）作付品目および面積：

（５）経営形態：肉用牛一貫（年間販売頭数180～200頭）
（６）有機ＪＡＳ認証取得年：2021年

現地研修会（7月7日） ②Ｋファーム（足寄町）

概要

品目 面積 （うち有機）

牧草（チモシー主体） 301ha （230ha）

飼料用とうもろこし 43ha※ （15ha）

※委託15ha



現地研修会（7月7日） ②Ｋファーム（足寄町）

有機認証基準で管理されている牛は
慣行飼養と厳格にゾーニングしている

購入飼料として有機粕類
などを給与

有機飼料である
ことを示す伝票 有機飼料専用の

貯蔵庫
有機牧草を緑色
のラップで標識



参加者の感想（現地研修終了後のアンケートより）

様々なカルチの刃
を駆使する除草に
感銘を受けた

もっと時間をかけ
て見学したかった

有機だけでなく、
育種改良にもこだ
わることで、美味し
い牛肉が作られて
いると知れた

牛舎がにおわず、
衛生的だった

Ｉファーム（令和７年７月７日）



北海道オーガニックビーフ振興協議会（HOBA、現
（一社）HOAP）との意見交換会（８月21日）

出された意見、連携のアイデア
・流通・販売面で有機牛肉と農産物の連携を考えたい
・組織同士の連携を継続していきたい

相互に会員となり、
情報交換や交流をしていくことになった

ＨＯＢＡ会員の畜産農家
有機畜産やＨＯＢＡについて
質問する企画検討員



まとめ

➢ 振興局農務課と普及センターが連携したとかち

オーガニック振興会の運営に企画検討員として農

業者が加わったことで、管内有機農業コミュニティ

は拡大した。

➢ 耕畜連携に向けて、耕種と畜種それぞれの経営へ

の理解が進み、方向性の共有ができた。今後、組織

間の横のつながりによる、さらなる有機農業推進

が期待される。


